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�� 緒論
不慮の事故による子どもの傷害は，近年ようやく日本でも

注目されるようになってきたが，依然として & 歳児を除く子
どもの死亡原因の第一位である．不慮の事故による子どもの
傷害が減らない原因には，大きく分けて次の三点が考えられ
る（図 '）．�予防に活用可能な傷害に関する情報の欠如，�
傷害情報があったとしても，予防対策が行われなかったり，行
われたとしても，類似した傷害の予防に再利用可能なかたちに
まで知識化されていない点，�予防対策が考案されているに
も関わらず，傷害に関連した環境やモノの利用者や管理者に，
正しく伝わっていなかったり，対策が正しく実行されていない
点．これらの問題点を解決できれば，子どもが怪我をしてし
まった情報をもとに，予防対策を考案したり，他の環境や製品
にも適用可能な知識を得て，メーカや管理者に情報提供する
ことで，子どもの事故予防を行なうことが可能となる．また，
持続的に情報を収集することで，行なった対策が十分な効果を
持つか評価可能になり，問題点が新たに発見された場合には，
さらなる対策を考案していく，といったように持続的に改善を
行なっていくことが可能となる．このような安全に関する知識
や情報を，それぞれの役割をもつ人々，つまり社会全体で共有
していく，という考え方を著者らの研究チームでは，安全知識
循環型社会と呼んでいる．このような社会を目指して，著者ら
の研究チームでは，上記の ( 点の問題点を解決するための研
究を行なってきた．�については，傷害データを収集するため
のソフトウェア )*�����
� &+,と，身体上の傷害部位を記録
するための身体地図情報システム（!����
����� �
��
�����

��	���）)�	���� &-,を開発し，国立成育医療センターと協力
して，現在までに .�&/0件の傷害データを収集している．�に
ついては，遊具での事故を対象に，螺旋階段での事故の知識化
を行なったり )1�	���� &+,，滑り台での階段部分での事故を対
象に，頭部にかかる衝撃をシミュレーション可能な技術を開発
してきた )*���2��� &-,．�については，事故の状況を分かり
やすく伝えるための傷害状況アニメーションを作成し，株式会
社ベネッセコーポレーションと協力して，同社の3��サイト
上で提供するサービスを行なってきた )4�����
� &5,．
これらの研究を通して，事故の情報を収集したり，事故の原

因を究明したりすることが重要であることはもちろんのこと，
得られた知識・知見を社会で共有可能にして，事故予防に役立

連絡先6 北村光司，産業技術総合研究所，東京都江東区青海
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てていける仕組みを確立していくことが重要であることを実
感した．そこで，安全知識の社会的循環の一例として，本論文
では，国立成育医療センターと協力して収集している傷害デー
タをインターネット上で検索可能なシステムの開発について詳
しく報告する．また，傷害情報検索システム以外にも，安全知
識の社会的循環を目指して開発を行ったシステムがあるので，
それらについても紹介する．
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図 '6 安全知識循環における問題点

�� 傷害情報検索システムの開発
本節では，傷害情報検索システムの開発にあたり，必要とさ

れる機能と，実用上の問題点について整理し，それらの実現・
解決方法を提案する．

��� 傷害情報検索システムの必要機能と実用上の問題点
本研究で開発する傷害情報検索システムは，広く一般に公

開するため，様々な立場の利用者が適宜必要な情報を抽出可
能な機能が必要である．そのため，性別，年齢，傷害の種類，
事故が起きた時間などの複数の条件項目を組み合わせて検索
できる機能が必要となる．また，製品や環境の改善に役立て
るためには，事故に関連した製品の名称で検索できる機能が
必要である．しかし，製品の名称で検索することを考えると，
検索キーワードの候補が膨大であり，単純に検索を行うだけ
では必要な情報全てを得ることは難しい．例えば，一般家庭
だけを考えてみても，事故に関連するものとは，日常生活で
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使用する全ての日用品が対象となり，商品科学研究所と $:�
（$����
������
 :�	��
 �
	������）が調査し，'//7 年にま
とめたものでは一般家庭には .7&( 品目 )$:� /(,もの日用品
が存在し，朝倉らによって 7&&7年に韓国の家庭を調査したも
のでは 5-7- 品目 );	���
� &7, もの日用品が存在することが
分かっている．さらに，製品名の表記については，確固たる定
義がないものが多く，それぞれの人によって，表記の仕方が異
なる．例えば，椅子は，”いす”，”イス”，”チェア”，”チェ
アー”，”木の椅子”，”丸い椅子”など，様々な表記の仕方があ
り，家具メーカが椅子に関連する事故を調べようと思っても，
その検索が容易でないことが想像に難くない．また，家具メー
カであれば，椅子に関連する事故の情報だけで十分とは考えづ
らく，おそらく，机，棚，テレビ台などの他の家具についても
情報を得たいはずである．単純に考えると，それぞれの用語で
順番に検索を行なえば，全ての情報を得ることが可能である
が，検索を行ないたい項目が多数の場合，それら全てを検索す
ることは困難である．つまり，”家具”のような上位概念で検
索可能になれば，より利用しやすいシステムになると考えら
れる．
上記の通り，傷害情報を製品名で検索することを考えると，

そのキーワードの多様性から，ユーザが必要な情報を得ること
が難しいという問題点がある．次小節では，その問題点を解決
するための手法を提案する．

��� モノターミノロジを用いた傷害情報検索システム
の提案

前小節で傷害情報検索システムにおける実用上の問題点を
整理した通り，製品名で傷害情報を検索する上で，�品目数が
膨大であることと，�表記ゆれが数多く存在すること，�製品
には上位概念が存在することにより，単純な検索システムでは
ユーザが必要とする情報を得ることが難しいことが明らかに
なった．これらの問題点を解決するために，本研究では，モノ
ターミノロジを用いた傷害情報検索システムを提案する．モノ
ターミノロジとは，一種の辞書のことであり，その辞書は，可
能性のある表記ゆれを代表的な表現に変換する機能（表記ゆれ
辞書）と，種類が多い製品を，その上位のカテゴリに変換する
機能（モノオントロジ）を有するものである．これらの機能を
適宜利用することで，システム内部では統一化された表現を用
いて検索を行い，製品ごとの情報を得たり，製品カテゴリごと
の情報を得ることが可能となる．

�� モノターミノロジを用いた傷害情報検索シ
ステムの開発

本節では，前節で提案したモノターミノロジの実装方法に
ついて，構成要素である表記ゆれ辞書とモノオントロジに分け
て，述べる．

��� 表記ゆれ辞書
表記ゆれ辞書とは，同じ製品，同じ種類の製品を表現する異

なった表記を，ある一つの代表の表記に変換するための辞書で
ある．例えば，「イス，いす，チェア，チェアー，木の椅子，丸
い椅子」は「椅子」という代表の表記に変換することで，表記
による違いを補完し，同種の製品の検索を可能とするためのも
のである．
表記ゆれ辞書の作成は，著者らの研究チームで収集してい

る傷害データから，製品の名称を抜き出し，手作業で個々の表
記と代表の表記の関連付けを行った．現時点での，代表語数は
0/&語，登録した単語数は '.7'語である．表記ゆれ辞書の例
を表 'に示す．

��� モノオントロジ
モノオントロジとは，個々の製品名を，製品のカテゴリーご

とに階層構造で分類することで，製品の名称そのものだけでな
く，上位の概念に変換するための辞書である．例えば，「すべ
り台」は，「遊具」という上位の概念に変換され，「遊具」で検
索を行うと，「遊具」に分類される「ブランコ」，「ジャングルジ
ム」，「シーソー」，「うんてい」，「上り棒」などによる事故をま
とめて検索することが可能になる．
モノオントロジの定義については，流通業界で使用されて

いる #�$��<��:!（#;1コード統合商品情報データベース）
の分類コードを利用した．#�$��<��:!とは，製品名，#;1

表 '6 表記ゆれ辞書の例
代表語
乳幼児 ハイローチェアー，ハイローチェア
用いす ハイチェアー，ハイチェア
電池 電池�乾電池，ボタン電池，アルカリ電池

単１，単１電池，単２，単２電池
単３，単３電池，単４，単４電池

テレビ ＴＶ，液晶ＴＶ，液晶テレビ
タンス たん笥，箪笥，箪す，たんす，洋服ダンス

コード（バーコードと共に併記される数字列），企業名，伝票
用商品名称，総内容量，原産国などの項目のデータベースで
ある．#�$��<��:!の分類コードは，大分類（'桁の数字），
中分類（'桁の数字），小分類（7桁の数字），細分類（7桁の
数字）の計 +桁の数字列から構成される．例えば，大分類：'
は「食品」，「食品」の中の中分類：'は「加工食品」，「加工食
品」の中の小分類：&'は「調味料」，「調味料」の中の細分類：
&'は「醤油」といったように製品が階層的なカテゴリとして
分類されている．例えば，「醤油」と同じ細分類に分類されて
いるものは，「砂糖」，「低カロリー甘味料」，「味噌」，「食酢」な
どである．#�$��<��:!の分類コードの一部を図 7に示す．

図 76 #�$��<��:!の分類コードの一例

��� モノターミノロジ
前二小節で説明した表記ゆれ辞書とモノオントロジを組み

合わせることで，モノターミノロジを作成した．具体的には，
表記ゆれ辞書の代表語と，モノオントロジで定義されている分
類の名称との対応付けを定義した．その一例を表 7に示す．

表 76 表記ゆれ辞書の例
モノオントロジ 表記ゆれ辞書
の分類名称 の代表語
テレビ関連 テレビ

その他育児用品・用具 歩行器，抱っこ紐
スマートフロート
おしゃぶり

オマル，ベビーガード
目・鼻・耳 耳かき，耳栓

ケア用品・用具

��� モノターミノロジを用いた傷害情報検索システム
本節で述べてきたように，傷害情報を製品名称で検索する際

に問題となる表記ゆれの問題と，製品の種類が膨大であるとい
う問題を，作成したモノターミノロジを検索の際に利用するこ
とで解決する．本研究では，このモノターミノロジを利用した
具体的な応用として，インターネット上で傷害情報を検索でき
るシステムを構築した．構築したシステムでは，製品名の入力
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を開始すると，表記ゆれ辞書を用いて関連すると思われる製品
名の候補を提示する（図 (）．また，入力した製品名から，モノ
オントロジを利用して，その上位の概念となる名称の候補を提
示する（図 .）．以上２つの機能を実装することにより，「椅子」
と入力して検索するだけで，「イス，パイプ椅子，回転イス，食
事椅子，食卓椅子，ピアノ椅子」といった同種の製品を含めて
検索することが可能である（図 0）．また，その上位概念である
「家具」や，「家具」の上位概念である「文化用品」といった分
類で検索することが可能である（図 +）．本研究で開発した検
索システムは，安全知識循環型社会構築事業の一環であるウェ
ブサイト「キッズデザインの輪（����6<<��8��8��������<）」
で一般に公開中である．開発したシステムでは，利用者がどん
なキーワードで検索を行ったかというログ情報を収集できるよ
うにしており，どんな検索が望まれているのかを調査するのに
役立てる予定である．

図 (6 表記ゆれ辞書を利用した候補提示の例

図 .6 モノオントロジを利用した上位概念の候補提示の例

図 06 表記ゆれ辞書を用いた検索例

�� その他の安全知識の社会的循環のための
サービス

著者らの研究チームでは，本論文で詳しく述べた傷害情報
の検索システムだけでなく，それ以外にも安全知識の社会的循
環のためのサービスを開発してきたので，それらについて紹介
する．

��� プールの事故予防コンテンツ
7&&+年 5月 ('日に埼玉県ふじみ野市で起きた事故が記憶に

新しいと思われるが，プールの吸・排水口に子どもの手や足な

図 +6 モノオントロジを用いた上位概念での検索例

どが吸い込まれ，溺死したり，吸い込まれたときに壁などに衝
突したりするといった事故が，今までに +&件起きている．こ
の事故に関しては，吸・排水口には柵をボルトで取り付けると
いう対策が既に存在しており，この対策が徹底して行われてい
れば，起きずに済んだ事故である．プールの管理に関わる人々
が，対策を適切に行わないことによる危険性を認識していな
かったために，柵はあっても外れかけていたり，柵をボルトで
はなく，針金だけで固定するといった状況を生んでいた．そこ
で，我々の研究チームでは，プールを管理する人々はもちろん
のこと，プールを利用する人々にも，この事故がどのように起
きるのかや，事故の原因や危険性を理解してもらい，どんな対
策を取るべきなのかを分かりやすく伝えるためのソフトウェア
を作成した（図 5）．このソフトウェアは，ユーザに情報を提
供するだけなく，どんな人が（年代，プールとの関わり（管理
者，利用者など）），どのようにソフトウェアを利用したのか，
というログ情報を収集可能になっている．このデータを，ソフ
トウェアの評価などに生かし，改善していく予定である．この
ソフトウェアは，我々の研究グループ$�=>$（子ども傷害予
防工学カウンシル）の3��サイト ?����6<<������������@ か
らダウンロード可能である．

図 56 プールの事故予防コンテンツ

��� 身体地図情報システムの検索ソフトウェア
我々の研究チームでは，身体上の傷害部位を統一的なフォー

マットで記録できるシステムとして，(次元の子どもモデル上
にペイントすることで，傷害部位を入力する身体地図情報シス
テムの開発を行い，国立成育医療センターでデータの収集を
行っている．このデータを重ねあわせることで，傷害は身体上
のどこで多いのかといったことが分かる．また，子どもの年齢
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や性別，事故に関連したモノ，事故が起きた場所，傷害の種類
などといった情報とひも付けられて記録されているため，それ
ぞれのキーワードで検索することで，年齢による傷害部位の変
化や，モノごとの傷害部位といった情報を抽出することが可能
である．特にモノごとの傷害部位は，事故を予防するためには，
そのモノをどのように改善すべきなのかを考える上で有用な情
報であると考えられる．例えば，自転車用ヘルメットを開発し
ているメーカであれば，自転車に乗っている際にはどんな部位
に傷害を負っているのかを知っていれば，どの部位を重点的に
防護する必要があるのかといった議論が可能となる．そこで，
身体地図情報システムによって収集したデータを，性別，年齢，
発達段階，事故の種類，事故が起きた場所，傷害の種類，事故
に関連した製品で検索可能なソフトウェアを公開した．検索を
行うことで，その条件に合うデータを重ね合わせ，どの部位に
怪我が多いのか視覚的に確認可能になっている（図 -）．この
ソフトウェアは，我々の研究グループ$�=>$（子ども傷害予
防工学カウンシル）の3��サイト ?����6<<������������@ か
らダウンロード可能である．

図 -6 身体地図情報システムの検索ソフトウェア

��� 事故に関する認知を向上させるためのシリアスゲー
ム

我々の研究チームでは，保護者の事故に関する認知を向上
を図る目的で，事故状況をアニメーションで見せるサービスを
行ってきた．このサービスでは，アニメーションを見た後に，
その事故に関しての認知を問うアンケートを行っている．それ
により，その事故に対する認知を大まかに把握することが可能
である．より詳細なユーザの認知を把握することができれば，
さらに適切な情報を提示したり，提供した情報の評価を詳細に
行うことが可能になると考え，アニメーションを受動的に見る
だけでなく，ユーザとのインタラクションを増やすために，事
故に関する情報を提供するゲームを作成した（図 /）．作成し
たゲームでは，日常生活の中で子どもの事故は起こるという
ことを伝えるために，家事などの作業を行ってストーリーを進
めていくと，事故が起こり，その際にその事故に関する一部が
空欄になっている文章が表示され，その空欄部分を穴埋めする
ことで，事故に関する知識を学習していく，というものになっ
ている．このソフトウェアでは，ユーザが行った全て操作がロ
グとして記録され，そのユーザの事故に関する認識を調査した
り，提供した情報の評価を行うことが可能である．例えば，穴
埋め問題の際には，出題されてから回答まで時間や，入力した
回答が間違っていた場合，何を選択したか，といった情報を収
集している．このソフトウェアに関しては，まだ一般には公開
はしていないが，イベントなどで子どもや保護者に遊んでもら
い，評価を行い，改善を図っている段階である．

�� 結論と今後の展望
本研究では，子どもの傷害予防に必要な傷害情報の共有を

目指し，傷害情報検索システムの開発を目的とした．傷害情報
から製品・環境改善に役立てるためには，事故に関連した製品

図 /6 事故に関する認知を向上させるためのシリアスゲーム

の名称で検索できる必要がある．しかし，製品の名称による検
索では，表記ゆれや製品の種類が膨大であることから，必要な
情報を抽出することが難しいことを指摘した．この問題点を解
決するために，本研究では，表記ゆれの辞書と，モノの階層的
な概念の分類（モノオントロジ）から構成されるモノターミノ
ロジを作成した．具体的には，収集した傷害情報から，表記ゆ
れの辞書を作成し，流通業界で使用されている #�$��<��:!

の分類コードを利用してモノオントロジを作成した．作成した
モノターミノロジを利用した傷害情報検索システムは，経済産
業省の安全知識循環型社会構築事業のウェブページ「キッズデ
ザインの輪」（����6<<������8��8��������）で一般に公開し
ている．
今後の展望としては，本論文では傷害情報を検索するという

観点で，製品の名称の取り扱いについて述べたが，同じ仕組み
が傷害情報のモデリングを行う際にも利用可能である．表記ゆ
れは，データからモデリングを行う際に，情報を適切にまとめ
てモデリングを行うことができない原因の一つであり，また，
情報をどの粒度でまとめるのが適切であるかを議論するために
は階層的分類を用いて粒度のコントロールを行うことが必要で
ある．これらの問題点を解決するのに，モノターミノロジは利
用可能である．
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